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本遺跡から出土した如意状口縁甕と突帯文系土器に付着した炭化物 9点をＡＭＳ－炭素 14 年代
測定したところ，前 700 年前後に居住がはじまり，前 7世紀前葉に環壕が掘られ，前 5世紀前半ま
で機能し，前 5世紀後半には環壕が埋没していたことが明らかになった。











































内環壕は板付Ⅱa～Ⅱb式新に比定され，54.8 × 53.4m の規模をもつ。溝の最大幅は 4.12m，最
大深さは 1.96m である。外環壕は板付Ⅱa～Ⅱb式新に比定され，79.6 × 78.8m の規模をもつ。溝

















は測定値を得ることはできなかった。試料は 20 点の土器から 24 サンプル採取したが，測定値を得




































測定結果は表 2のとおりである。炭素 14 年代値を見る限り，2500 14C BP 台の測定値を示した①，
②，⑦，⑨以外は，いわゆる炭素 14 年代の 2400 年代問題に相当する 2400 14C BP 台であった。板
表1　大保横枕遺跡の弥生前期土器付着炭化物採取場所（括弧内は藤尾の時期比定）
資料番号 出土地点 型式 炭化物の付着部位
①FKOY-1 2A-3 区　内環壕 SD3A区下 板付Ⅱa式 胴部外面上位
②FKOY-5 2A-4 区　内環壕 SD3A/B　ベルト土器A 板付Ⅱｂ式 内面胴部下位～底部
③FKOY-6 2A-4 区　内環壕 SD3 ベルト下 板付Ⅱa新～Ⅱb古 口縁部外面下
④FKOY-7 2A-4 区　内環壕 SD3　B区中 板付Ⅰ式新～Ⅱa式古 口縁部外面下
⑤FKOY-11 2A-3 区 　内環壕内 SK11 亀ノ甲Ⅱ式 胴部外面中位
⑥FKOY-13 2A-3 区 　SK32（外環壕に切られる） 板付Ⅰ式新～Ⅱa式古 胴部内面下位
⑦FKOY-14 2A-5 区 　SK26　内環壕内土坑 板付Ⅰ式新～Ⅱa式古（板付Ⅱa式） 胴部外面上位～中位
⑧FKOY-15 2A-5 区 　SK19 上層　環壕機能中の土坑 板付Ⅱ a式新　　　　（板付Ⅰ式新～Ⅱa式古） 口縁下外面














































-26.5 11.7 24.3690-664 20.3
646-551 31.7
付Ⅱc式（前期末）併行の炭素 14 年代値である 2300 14C BP 台の測定値を示したものはなかった。















































































































































































































































































































④の 2475 ± 25 という炭素 14 年代値は，前 8世紀後葉と前 7世紀前葉の 3ヶ所に存在し，1σの
範囲をみれば前 5世紀末まで存在する。しかし型式学的にみれば，前 7世紀以前でしかあり得な
いので前 6世紀以降は無視できる。現状で板付Ⅰ式のもっとも新しい炭素 14 年代値は 2510 14C BP
で較正年代は 8世紀後半なので，板付Ⅰ式新～Ⅱa式古の較正年代は，前 8世紀後葉～前 7世紀前
葉の間であれば問題ないということになる。
⑥の 2495 ± 25 という炭素 14 年代値は，④と同様，前 8世紀後葉～前 7世紀前葉の可能性が高い。
⑦の 2580 ± 25 という炭素 14 年代値は，前 780 年付近と前 7世紀前葉の 2カ所に存在するが，
前 780 年付近は板付Ⅰ式の出現年代なので，本資料の型式学的な特徴とあわない。よって前 7世紀
前葉とした。すると④や⑥の下限年代とほぼ同じぐらいになる。この結果，第Ⅰ期は前 8世紀後葉
から前 7世紀前葉にかけての約 5～ 60年間ということになる。なおこの試料の炭素含有量（重量比）










2595 ± 25 という炭素 14 年代値は，先述した⑦と同じく，前 780 付近と前 7世紀前葉の 2カ所に
存在するが，板付Ⅰ式の領域にははいらないこと，Ⅰ期とは時期差をもつことを考慮して本資料を
前 7世紀前葉とした。
板付Ⅱａ式新に比定した⑧（図 6），⑨（図 7）である。⑧の 2475 ± 25 という炭素 14 年代値は，
前 8世紀後葉，前 7世紀前葉，前 665 付近～前 550 年付近など何ヶ所も存在するが，同じ板付Ⅱa
式に比定された①よりも新しい傾向をもつことを考慮して，最後の前 665 ～前 550 年付近に落とし
た。藤尾の時期比定である板付Ⅰ式新～Ⅱa式古をとれば前 7世紀前葉ということになり，①との
時期差はなくなる。
⑨の 2540 ± 25 という炭素 14 年代値は，前 8世紀前半の板付Ⅰ式の領域をはじめ，前 7世紀前葉，
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板付Ⅱａ式新～Ⅱｂ式古に比定した③（図 8）である。③の 2490 ± 25 という炭素 14 年代値は，
前 8世紀中頃，前 7世紀前葉，前 640 ～前 540 年頃とやはり何ヶ所も存在するが，土器型式から見
て最後の前 640 ～前 540 年頃に落とした。しかし下限が板付Ⅱb式古なので，板付Ⅱb式の出現年
代が前 550 年前後だとすれば，下限は前 5世紀前葉まで下っていいので，やや古く出ている可能性
もある。
板付Ⅱb式に併行するとした如意状口縁部甕②（図 9）と砲弾型一条甕⑤（図 10）である。②の
2475 ± 20 という炭素 14 年代値は，前 8世紀中頃，前 7～前 6世紀頃，そして前 5世紀後半頃に何ヶ
所もみることができる。板付Ⅱb式なので，前 6世紀後半～前 5世紀ごろと考えた。
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図 14 はこれまでの見解を 1枚の図にまとめたものである。Ⅰ期からⅡ期の第 4小期までは順に
新しくなっていくことがわかる。
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2009 年の段階［藤尾 2009］で，九州北部の板付Ⅱa式は，福岡市雀居遺跡 4次調査出土の如意状
口縁甕 1点（2400 ± 35 14C BP）しかなかったが，今回，大保横枕遺跡の例（①，④，⑥～⑨）を加










計的に前 680 ～前 575 年の間，板付Ⅱb式の出現年代は統計的に前 625 ～前 475 年の間に求めた。
いずれも統計的にはこれ以上，絞り込むことはできないが，日本産樹木の炭素 14 年代値をふまえ
ると，板付Ⅱa式は前 680 ～前 650 年，板付Ⅱb式は前 550 年前後に始まった可能性が高いと推測
した。この年代観にしたがうと各土器型式の存続幅は，板付Ⅱa式は約 150 年，板付Ⅱb式は前期
末の開始年代を前 380 年ごろとすると 170 年前後であった。今回はどうなるであろうか。
484
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福岡市雀居4次 MTC-08032 2400±35 （-26.3） 板付Ⅱa式 FUFJ11
熊本市山王遺跡1次 PLD-11627 2470±20 （-26.9） 亀ノ甲Ⅰ式 KUFJ-7 胴部外面上位
大保横枕2 PLD-19945 2595±25 未測定 板付Ⅱa式 ①FKOY-1 板付Ⅰ式の値だが
〃 PLD-19951 2475±25 残材なし Ⅰ新～Ⅱa古式 ④FKOY-7 口縁部外面下
〃 PLD-19957 2495±25 残材なし Ⅰ新～Ⅱa古式 ⑥FKOY-13 胴部内面コゲ
〃 PLD-19958 2580±25    -26.7 Ⅰ新～Ⅱa古式 ⑦FKOY-14 胴部外面下位～中位
〃 PLD-19959 2475±25 残材なし Ⅱa式新 ⑧FKOY-15 口縁下外面
〃 PLD-19961 2540±25- 26.5 Ⅱa式新 ⑨FKOY-17 胴部外面中位
突帯文系2，中山Ⅰ式3点
大分市玉沢条里跡7次
IAAA-41085 2480±40 -26.0 湾曲型一条甕系 FJ0449 FJ0456と同一個体
IAAA-41088 2490±40 -26.9 湾曲型一条甕系 FJ0456
IAAA-40792 2410±40 -25.7 屈曲型一条甕系 FJ0452
IAAA-40793 2370±40 -26.4 屈曲一条甕系 FJ0457 FJ0456と同一個体
今治市阿方3a MTC-07841 2330±35 （-23.3）
遠賀川系甕 中山Ⅰ式　　EHFJ-3 同一固体
今治市阿方3b MTC-07842 2420±35 （-25.9）
今治市阿方3c MTC-07843 2370±35 （-26.1）
今治市阿方3bre PLD-6552 2410±25 -26.1
今治市阿方1 MTC-07839 2350±35 （-25.6）
遠賀川系甕 中山Ⅰ～Ⅱ古EHFJ-1 同一個体今治市阿方1re PLD-6550 2485±25 -27.1
今治市阿方2b MTC-07840 2300±35 （-24.1）
遠賀川系甕 中山Ⅰ～Ⅱ  EHFJ-2 同一固体今治市阿方2bre PLD-6551 2470±20 -26.9
板付Ⅱb式6・突帯文系4点
福岡市福重稲木2次 PLD-9657 2480±25 （-26.8） 砲弾型一条甕 亀ノ甲Ⅱ式  FUFJ-53
福岡市雀居4次
MTC-08033 2415±35 （-24.5） 如意状口縁甕 FUFJ-18b
MTC-08034 2360±35 （-24.3） 如意状口縁甕 FUFJ-19b
MTC-08036 2400±35 （-25.2） 如意状口縁甕 FUFJ-21b





MTC-08042 2385±35 （-25.4） FUFJ-36b
大保横枕2
PLD-19949 2475±20 -26.7 如意状口縁甕 ②FKOY-5 内面胴部下位～底部
PLD-19955 2430±25 -27.2 亀ノ甲Ⅱ式 ⑤FKOY-11 胴部外面中位
大分市玉沢条里跡7次 IAAA-41084 2450±40 -25.6 砲弾型一条甕 亀ノ甲Ⅱ式，FJ0448









































































統計処理の結果，板付Ⅱa式の出現年代は，前 720 ～前 595 年の間（瀬戸内を除くと前 750 ～前
600 年になる）（図 17），板付Ⅱb式の出現年代は前 655 ～前 510 年の間（瀬戸内を除くと前 690 ～前
555 年）（図 18）であった。板付Ⅰ式新が 3点加わっていることが前 720 年まで上限年代を押し上げ
ているとしたら，前稿どおり，前 700 年ごろと見ておいた方がよいのかも知れない。




ば，7点の測定値があり上限が 2595 14C BP，下限が 2400 14C BP という意味である。もちろん型式
学的な併行関係に変化はなく，併行する型式同士は同じ測定値をもつ。2009 年段階では板付Ⅱa式
段階の測定値が 1点だったので，測定誤差も縮まっている。
環壕が掘られる前の第Ⅰ段階，板付Ⅰ式新～Ⅱa式古に比定されている④ , ⑥と⑦は前 700 年を
前後する時期（前 720 ～前 680 年）ごろに位置した（図 15）。これによって板付Ⅰ式新とよばれてい

















環壕が掘削される第Ⅱ期は前 7世紀前葉（前 675 年）ごろで，板付Ⅱa式に比定されている①が
相当する。板付Ⅱa式新に比定されている⑧と⑨は，前 600 ～前 550 年ごろに比定される。環壕の
最終段階をⅡ－4期とした⑧と⑨は，前 5世紀前半である。
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